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こんなビジネスが面白い

な事項を考慮したうえでボイラや全体システムの設計
を進めなければならない．
( 1 ) ボイラプロセスにおける，燃焼・伝熱特性の把

握，CO2 濃度や性能の確保，酸素燃焼特有の制
御方法，長期間運転における信頼性
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へ注入する，二つのステージで実施された．
第 1 ステージでは改造工事，試運転を経て，2012 年

12 月より酸素燃焼および CO2 回収実証運転を開始
し，2015 年 3 月に運転を終了した．累積酸素燃焼運
転は 10 000 




